
●東京都パートナー宣誓制度創設
●聴覚障がい者の手話を言語として支える「手話言語条例」の制定
●あらゆる人の情報保障を支える「情報コミュニケーション条例」の制定
●障がいがある子もない子も遊べるインクルーシブ公園の創設
●女性活躍推進条例の創設に向けた取り組み加速
●就労困難な人の活躍の場を創る「ソーシャルファーム」制度の拡充
●ひとり親家庭への養育費確保支援

●不妊治療の対象拡大
●卵子凍結支援の
　開始

多様な出産・育児を
応援する東京
多様な出産・育児を
応援する東京

●東京都版ユースクリニック
　（わかさぽ）の開設
●国が補助対象となっていない
　HPVワクチンの男性接種補助

若者や女性の
健康を支える
若者や女性の
健康を支える

●東京出産応援事業
　10万円 → 27万円に拡充
●保育料第一子から無償化
　（令和5年度から第2子を無償化）
●病児保育への支援を拡充
●学校給食費の無償化支援
●私立中学10万円助成制度の創設
●私立高校の授業料実質無償化
●大学奨学金支援拡充の創設
　（介護・保育・教員・技術職など対象拡充中）
●海外留学支援制度の創設
●高校3年生までの医療費無償化

子育て・教育にお金の
かからない東京の実現
子育て・教育にお金の
かからない東京の実現

●質の高い学童を支援する全国初の認証学童クラブ制度の創設
●不登校の子どもたちの新たな学びの
　場である「チャレンジクラス」や
　「フリースクール助成制度」の創設
●インクルーシブ教育の推進
●小学生の朝の居場所を拡大

●4年間で6000人超の
　介護の受け皿を整備
●介護職員に都独自の支援を実施
　（最大年間30万円）
●シニアの聞こえを支える補聴器補助
●介護職員の宿舎借り上げ
●新たな仕事の掘り起こしやマッチングなど
　シルバー人材センターの機能強化
●認知症専門病院の整備に向け検討開始

●住宅の耐震化推進　●木造密集地域の不燃化推進
●都道における無電柱化の推進 センターコアエリア内概ね完了
●調節池整備で豪雨対策に備える　●感震ブレーカーの無償配布
●緑の力でまちの防災力をあげる「グリーンインフラ」の推進
●避難所環境の改善に向けた支援を実施
●富士山噴火時の火山灰に対する対策
●ペット防災についても推進（同行避難・同伴避難への都支援）
●都民の約7割が暮らす「マンション防災」の推進　●暑さ対策の強化

あらゆる災害から
都民の命を守る「首都防衛」
あらゆる災害から
都民の命を守る「首都防衛」

●受動喫煙対策の強化
●防犯カメラの設置助成
●個人宅に向けた防犯機器助成
●鉄道駅へのホームドア
　設置促進

安全で
安心なまち東京
安全で
安心なまち東京

●太陽光パネルと蓄電池の
　住宅への設置支援
●LEDやエアコン、冷蔵庫、
　給湯器の購入補助で家庭の
　省エネ支援

●多摩モノレールにおける小児運賃特別割引の実施と子育て応援シートの導入
　　●多摩地域の創業拠点「TOKYO創業ステーションTAMA」を立川に設置
　　●多摩都市モノレールの箱根ヶ崎方面延伸
　　　●英語学習施設「TOKYO GLOBAL GATEWAY GREEN SPRINGS」を立川に開設
　　　●東京たま未来メッセを八王子にオープン
　　　●東京2020大会のレガシーでもある多摩地域でのロードレース
　           「GRAND CYCLE TOKYO」の実施　●農業承継者への支援強化

●スタートアップ創出拠点
　TIBを新設
●年収の壁を超えて
　働く女性を応援する
　報奨金制度創設

●都道府県初「カスタマーハラスメント防止条例」の施行
●週休3日制など多様な働き方を導入する企業への報奨金制度創設
●中小企業の生産性を底上げするDXを支援
●手取りを増やす賃上げ企業に対する報奨金制度の創設
●リスキリングやスキルアップ支援を拡充し、キャリアアップを応援

働き方改革をもっと前へ働き方改革をもっと前へ

●東京都行政手続きのデジタル化を爆速で推進
●都内キャッシュレス決済比率57.6%へ（36pt増）
●手の中で都政とつながる「東京アプリ」のリリース

●賢い支出のため、外部専門家の活用
●民間の視点も活用した都有地の
　積極活用の推進
●基金運用に外部有識者を入れ、有効な運用方針の検討開始

シニアの
社会参加と医療・
介護インフラの充実

シニアの
社会参加と医療・
介護インフラの充実

誰もが自分らしく
暮らせる東京
誰もが自分らしく
暮らせる東京

多摩振興多摩振興

デジタルの力を活用し、
くらしをもっと便利に
デジタルの力を活用し、
くらしをもっと便利に

子どもの学びや
育ちを支える
子どもの学びや
育ちを支える

稼ぐ東京の実現稼ぐ東京の実現 将来を
見据えた脱炭素
将来を
見据えた脱炭素
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78.2%達成中！
264項目
4年間の公約
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残り20%も着実に進行中!
主な実績
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行財政
改革

行財政
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4年間で
4,500億円
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